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【中学校版】令和６年度全国学力・学習状況調査の結果 

令和６年１０月 

菰野町教育委員会  

 

令和６年４月１８日に、中学校３年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の結果の概要をまとめ

ました。 

結果の公表については、保護者・地域の皆様に学校教育と家庭教育についてのご理解とご協力を得ること

が何よりも大切であると考え、教科に関する結果、学力の背景となっている生徒質問紙調査からみられた本

町の生徒の好ましい傾向と教育課題、そして今後の取り組みについてお示しさせていただきます。 

 

 

教科に関する調査は、国語、数学の２教科で実施されました。本町では、国語、数学それぞれにおいて、

全国、三重県の平均正答率を下回る結果となりました。 

以下に、調査結果から「おおむね理解している問題」と「課題がみられた問題」についてまとめました。 

   

【中学校 国語】 
≪おおむね理解している問題≫                                

◇ 文の中の情報同士の関係をとらえる問題。                   正答率：約 8割 

・線部①の抽象的な内容を線部②で具体的に言い換えていることをとらえることができます。 

≪課題がみられた問題≫  

◆ 「着目する内容」を選択し、本文を要約する問題。               正答率：約 4割  

・自ら選択した「着目する内容」について、本文から必要な情報を適切に取り上げて要約することに課

題がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科に関する調査結果の概要 
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≪今後の学習の手立て≫ 

要約の学習では、要約の目的を明確にすることが大切です。目的とは、「誰に対して」「どのような

内容について」などです。目的に関連した箇所に線を引きながら本文を読み、要約文をまとめる学習活

動を設定します。また、要約した文は「必要な情報が不足していないか」「本文の内容を正しく伝えて

いるか」の視点で、気になったことについて意見交換し、友だちからの意見をふまえて要約文をよりよ

いものに仕上げていく学習活動を設定していきます。 

 

 



【中学校 数学】 
≪おおむね理解している問題≫ 

◇ 与えられたデータから最頻値を求める問題。          正答率：約 8割 

・車型ロボットが１０㎝の位置から進んだ距離について調べた結果から「最頻値」を求めることができま

す。 

≪課題がみられた問題≫ 

◆ 目的に合わせて等式を変形する問題。             正答率：約 5割  

・等式６ｘ＋２ｙ＝１をｙについて解くことは、ｙ＝□の形に変形することであると判断し、適切に等式

を変形することに課題がみられます。 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                

 

 

 

 

 

 

 

 

菰野町では、教育活動全体において、子どもたちを認めたり、考えや思いを受け止めたりしながら自

己肯定感を育むこと、互いに認め合い支え合える人間関係づくり、安心して学べる学習環境づくりを大

切にしてまいりました。今後も、子どもたちが将来の夢や目標の実現に向かって可能性を伸ばしていけ

るよう、一人ひとりのよさを認めたり、達成感を味わわせたりする教育活動を進めてまいります。 

また、菰野町の子どもたちは、保護者・地域の皆様に支えられ、すこやかに成長しています。今後も

保護者・地域の皆様と連携・協働して地域ならではの特色を生かした学校づくりを進めてまいります。 

≪今後の学習の手立て≫ 

本問題は、ある文字について解くことの意味が理解できているか、また、等式の性質に基づいて、等

式を変形することができるかをみる問題でしたが、つまずく生徒が多くみられました。「ｙについて解

く」とは、「ｙ＝□の形に等式を変形すること」であると確認する必要があります。このような身につ

きづらい数学的な表現については、機会を見つけて確認していきます。 

また、「２ｙ＝－６ｘ＋１」をｙ＝□に変形するときは、－６ｘと１の両方を２で割る必要がありま

す。この計算でつまずいたと考えられる生徒が複数いたことも文部科学省の報告書で示されています。

改めて、文字式の計算が正しくできるように徹底を図っていきます。 

自分には 

よいところがある 

83.7％ 
（全国 83.3％） 

いじめは 

どんな理由があっても

いけないことだと思う 

97.8％ 
（全国 95.7％） 

学校に行くことが

楽しい 

88.7％ 
（全国 83.8％） 

先生は 

自分の良いところを

認めてくれている 

91.4％ 

（全国 90.4％） 

※子どもたちが生徒質問調査で肯定的に回答した割合が全国より高かった設問より 

課題がみられた問題 

生徒質問調査からみられた好ましい傾向 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒質問紙調査からみられた課題 
 

授業以外で１時間以上勉強をしている

と回答した生徒の割合は、昨年度に引

き続き全国と比べて低く、低下傾向に

あります。 

テレビゲーム（コンピュータや携帯、スマートフォンを使っ

たゲームを含む）を長時間している生徒ほど、２教科の正答

率が低い傾向にあります。 

Q 学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強しますか 

家庭で学習する習慣を身につけさせましょう 

 子どもたちに学校で学習した内容を定着させるためには、家庭での学習習慣を身につけさせること

がとても重要です。繰り返しの練習や授業の予習・復習に日常的に取り組むことで、基礎・基本が確

実に定着していきます。 

子どもたちが毎日の家庭学習に取り組むことができるように、励ましの声かけや学習に集中して取

り組める環境づくりにご協力をお願いします。 

 また、ゲームをする時間やスマートフォン、タブレットの使用時間が長時間とならないように、見

守りや声かけもお願いします。 

 菰野町では、家庭学習の充実ために「家庭学習の手引き」を作成し、子どもたちと保護者の皆様に

配付しています。「家庭学習の手引き」をご活用いただき、お子さんと一緒に家庭学習の取り組みに

ついて、振り返っていただきますようお願いします。 

保護者・地域の皆様へ 

菰野町では、学校と教育委員会が一体となって、子どもたちの「確かな学力」の育成をめざし

て、子どもたちが「わかる・できる喜び」を実感できる授業改善と学力向上に向けた取り組みを

進めてまいります。 

 今後も、学校・家庭・地域が一体となって、子どもたちの成長を支えてまいりたいと考えてお

りますので、ご理解とご協力をお願いします。 


